
旧石器時代 縄文時代 弥生 古墳 奈良･平安 鎌倉･室町 江戸 近
現代

14,000 年前 2,500 年前 1,750 年前 1,400 年前 800 年前 400 年前 150 年前

※年表の間隔は便宜上，調整してあります。

第 37回企画展　遺跡解説パネル

１　所在地 鹿屋市花岡町

２　起因事業 一般国道 220 号古江バイパス建設

３　調査年度　平成 20 年度～ 21 年度

４　主な時代　縄文早期・古墳・古代・中世

５　遺跡の概要

　稲荷山遺跡では，縄文時代晩期（約 2,700 年前）及び古

墳時代の竪穴住居跡が検出されました。古墳時代の竪穴住

居跡は 5 軒検出され，3 軒は切り合い関係から 4 世紀に建

て替えが行われたことが分かります。また，この住居跡周

辺では多数の成川式土器（東原式土器段階及び笹貫式土器

段階）が集中して出土しました。

稲荷山遺跡

１　所在地 鹿屋市古里町

２　起因事業 一般国道 220 号古江バイパス建設

３　調査年度　  平成 20 年度～ 22 年度

４　主な時代　  縄文早期・古墳・古代

５　遺跡の概要

　　鎮守山遺跡では，古墳時代の竪穴住居跡が 20 軒検出

されました。中でも笹貫式土器段階（6 世紀）の住居跡

が多く，切り合いも多く見つかりました。当時の人々

はこの地で繰り返し住居を建て替えていたことが分か

ります。
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